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議 長 就 任 あ い さ つ 副 議 長 就 任 あ い さ つ

令和6年12月13日定例会本会議、令和6年12月13日定例会本会議、
全員賛成にて選出されました。全員賛成にて選出されました。議会構成決定議会構成決定

議長に議長に  藤江雅江藤江雅江  氏氏、、副議長に副議長に  安留重雄安留重雄  氏氏  をを  選出選出

　この度、議員の皆様のご推
挙をいただき第 49 代西桂町
議会議長に就任いたし、その
責任の重さをひしひしと感じ
るとともに限りなく光栄に存
じております。
　ここで、町民の皆様に就任
のご挨拶を申し上げます。
　私は、議員各位のご理解とご支援を得るこ
とを念頭に置いて、円滑なる議会運営と議会
の活性化に努めてまいる所存でございます。
　我が国の地方自治の本旨は、議会と執行部
は共に切磋琢磨して、社会福祉をはじめとし
た町民生活の向上に努めていくという、いわ
ゆる二元代表制にあると考えております。
　西桂町議会におきましては、町長としっか
りとした議論を重ね町民のための施策を実践
していくことが、地方自治発展に繋がるもの
と確信しております。
　我が町は、依然として厳しい財政状況でご
ざいますが、活力と魅力にあふれ、安全で住
みやすいまちづくりを進めていくことが、町
民の皆様が一致した願いであるとの認識に立
ち、その負託に応えるべく、皆様とともに頑
張ってまいる所存でございます。
　結びに、新しい年が町民の皆様に幸多から
んことをお祈り申し上げ、私の就任の挨拶と
させていただきます。

　町民の皆様には、日ごろか
ら町議会に対し、格別のご理
解とご協力を賜り、厚くお礼
を申し上げます。私は、去る
12 月 13 日の議会におきま
して、議員各位のご推挙によ
り、副議長に就任させていた
だきました。誠に身に余る光
栄であり、心より感謝いたしますとともに、
その重責を痛感し、身の引き締まる思いでご
ざいます。藤江議長を補佐申し上げ、町民の
信頼と負託に応えるべく、緊張感を持って、
さらなる町政の発展と町民の生活の向上、そ
して、公正かつ円滑な議会運営のため、全力
で職責を全うする覚悟でございます。
　また、今まで受け継がれてきた西桂町議会
の歴史ある伝統を守りつつ、時代の変化に対
応するため、議会のアップデートをしながら、
町民の皆さまにとって、身近で親しみのある
開かれた議会を目指してまいります。町民の
皆さまには、より一層のご支援を賜りますよ
う、心からお願い申し上げます。
　これからも町民の皆さまのお声を町政に反
映し、より良い町政サービスが提供されるよ
う、議員一丸となって取り組んでまいります
ので、今後とも町議会に対しまして、さらな
るご理解とご協力を賜りますようお願い申し
上げ、就任のあいさつといたします。

議  長
藤江  雅江

副議長
安留  重雄

安全ですみやすい基地づくりの推進 町民が笑顔になれる町に
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９番議員 ３番議員
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　「小さな声を小さな声としな
い」を議員活動の理念とし町政
に取り組みます。現役子育て世
代の代弁者として未来輝かしい
子どもたちが「西桂町に生まれ
て良かった」と思える郷土愛が
育まれる町づくりを目指します。

　この度、「富士・東部広域環境
事務組合議員」を拝命したこと
を機に、今期の私の議員活動の
軸を「ゴミの総量削減に向けた
活動」といたします。近隣市町
村に誇れるゴミ収集体制を作っ
ていきたいと考えます。

　町長、議員も新たな顔ぶれに
なり、町民参加のもと西桂町の
発展、活性化に取り組む年だと
思います。人口減少が止まらな
い状況に如何に対応し、財源の
少ない町ならではの施策をもっ
て、住み良い安心、安全な町に
していきましょう。

　持続可能な町づくりを推進し、
西桂町の特色である織物、水、
三ツ峠や倉見山などの地域資源
を生かし、町民に身近な施策な
どを充実し、安全・安心な町、
活気ある町、住んでよかったと
思える町づくりに微力ながら努
めてまいります。

　議会広報編集委員として、町
民の皆様に議会活動をより分か
りやすく伝えられるよう取り組
んでまいります。分かりやすく
伝わる情報を発信し、町政の動
向を身近に感じ、町民の声が議
会に届く広報活動を進めてまい
ります。

　新年は堀内町長を迎え、町議
会議員も変わり、町長の公約で
もあります財政の健全化、子育
て世帯を全力で応援する町、暮
らしに寄り添う町、住民が楽し
む町を重点課題とした町づくり
を一緒に、がんばりたいと思い
ます。

　地域の声を原動力に、郷土に
根差しながら、伝統と革新が共
存する西桂町の希望に満ちた未
来を切り拓いてまいります。町
のさらなる発展に向け、責任と
覚悟をもって挑戦し続けます。

渡辺佳菜
（上町）

菅谷　順
（本町）

渡辺正芳
（柿園）

酒井基和
（下暮地）

奥脇友賢
（下暮地）

武藤英一
（倉見）

梅原和男
（上町）

1 番議員

４番議員

６番議員

８番議員

２番議員

５番議員

７番議員

輝かしい輝かしい
西桂町の未来のために！西桂町の未来のために！

町 議 会 議 員
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新春

西桂の町政を考える

新区長・区行政への抱負、町議会への期待を語る
　住民皆様のご意見等を議会広報の紙面に反映させるため、また今後の議会活動に生
かすため、「西桂の町政を考える」をテーマに座談会を企画し、地域住民を代表して、
全５地区の区長さんにご出席をお願いいたしました。
　令和 7年１月 10日の新春、新区長さんには任期１年間の抱負と、町政に対する住民
の期待を語っていただきました。

渡辺下暮地区長滝口上町区長重田本町区長渡辺柿園区長小川倉見区長

議会と区長との座談会

藤江議長
　区長様方におかれましては、区行政発展並び
に町政発展のため、１年間ご尽力賜りますよう、
心からお願い申し上げます。
　本日、皆様方よりいただく貴重なご意見は、
議会だよりに掲載するとともに議会活動に反映
させていただきます。

司会（奥脇議員）
区行政への抱負等を語っていただきます。

 区行政への抱負
小川倉見区長
　区長のあるべき姿を常に考え、区民の要望は
町及び町議会議員の皆さんに橋渡しをして、一
体感を持って対処して、安全で住みよいまちづ
くりに貢献したいと思っております。
渡辺柿園区長
　できるだけ区民の意見を行政に上げていけれ
ばなと思っています。また、区民の安全・安心
を第一に考えながら、１年間努めていきたいと
思ってます。
重田本町区長
　一番小さい町なので、区民の皆さんが日頃か
ら区に対して協力的で要望等も少ないと思いま
すが、組長、各種団体の役員、区民の皆さんの
意見を聞いて、行政にお願いしていきたいと思
います。
滝口上町区長
　1 年間の行事を粛々とこなしながら、区民の
人たちと交流を図り、各種役員と協力しながら

司会（奥脇議員）
　本日の司会を務めます、議会広報編集委

員長の奥脇です。住民の皆様方のご意見等

を議会に反映させるために、議会広報編集

委員会が企画いたしました。忌憚のないご

意見を賜りたいと存じます。
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安心・安全な町を目指して、真面目にやってい
きたいと思います。
渡辺下暮地区長
　区民の意見・要望事項については、組長をは
じめ各種団体の役員や議員の皆さんの指導を受
けながら、行政への橋渡しができるよう、安心
安全なまちづくりを目指していきたいと思いま
す。
司会（奥脇議員）
　町行政と町議会へ望むことがありましたら述
べて下さい。

  町行政と町議会へ望むこと
小川倉見区長
　倉見区ではシカが増え続け、頻繁に目撃情報
があります。人に危害を加える恐れがあるので
とても危険な状態です。町で防護柵または電気
柵で対処していただきたいです。
藤江議長
　一昨年、三ツ峠側の下暮地地区から柿園地区
にかけて電気柵の設置が終了しました。倉見山
側についても、シカ、イノシシの被害により家
庭菜園ができませんので、電気柵の設置を行政
に要望してきております。行政の言い分として
は予算が取れないということですが、町長も変
わりましたので、改めて３月議会及び６月議会
で要望していきます。
重田本町区長
　三つ峠駅の都留市側の駅舎で
すが、ずっと鍵が閉まったまま
になっています。町民が使用で
きるよう早く開けていただきた
いです。
藤江議長
　下水道工事が終わらないと駅
舎を使用することができないと
行政から回答を受けています。
議会側としては、水道水を使用
しなくても使用できることがあ
るので、町民に開放できるよう
要望をしているところです。改
めて要望していきます。

重田本町区長
　役場新庁舎が完成したら、すぐに役場旧庁舎
を解体すると聞いていましたが、旧庁舎はいつ
解体するのですか。
酒井議員
　令和６年２月にＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）
が使用されていることがわかりました、まずそ
れを令和８年３月末までに処理いたします。ま
たアスベストも見つかりましたので、処理する
だけでも２億数千万円の経費がかかると聞いて
おります。アスベストの処理は補助金がありま
せんので、一度に多額な経費がかかり、財政的
な計画が必要となります。
渡辺下暮地区長
　区としてもいろいろと要望事項はあります
が、住みよいまちづくりを目標に優先順位をつ
ける中で、人口減少対策、子育て支援、防災力
の向上なども検討しながら、町民誰もが住みや
すい安全・安心のできる西桂町に取り組んでい
ただきたいと思います。予算的な問題もありま
すが、町議会としても検討していただいて、計
画的に進めていただきたいです。
司会（奥脇議員）
　本日、各区長さんからいただきました貴重な
ご意見を、今後の町行政並びに町議会に反映で
きますよう、議会側といたしましても鋭意努力
してまいります。

議会と区長と座談会に出席いただいた区長の皆さんと撮影
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　町長選挙におきまして、各方面からの力強い
ご支援と、多くの皆様からのご支持をいただき、
第 46 代町長として西桂町政を担うこととなり
ました。　　　　
　町長に就任するにあたり、町民の皆様の期待
に応えるべく、全力を尽くす所存です。私たち
の町は、豊かな自然と温かい人々に恵まれた素
晴らしい場所です。この素晴らしい環境を次世
代に引き継ぐために、持続可能な発展を目指し、
地域の活性化に取り組んでまいります。
　また、議会と連携し、西桂町のより良い発展
のため皆様のご意見やご提案を大切にし、透明
性のある行政運営を心がけて、共に町の未来を
築いていくことができればと考えております。
　さて、本定例町議会は、私が町長に就任して
最初の議会であります。この機会に、私の所信
の概要を申し述べ、議員各位並びに町民の皆様
のご理解とご協力をいただきたいと存じます。
　私の選挙公約につきましては、最重点課題に
掲げる『財政の健全化』に加え、『住みたい町、
西桂』にするために、『子育て世帯を全力で応
援する町』、『暮らしに寄り添う町』、『住民が楽
しむ町」の３つのビジョンを掲げてまいりまし
た。
　まず、最重点課題であります『財政健全化』
の実現のため、持続可能な財政運営を実施する
ため、徹底した事業評価を行い、優先度の低い
事業を見直して効率的な予算配分を図ります。
公共施設の管理・運営には民間資本を積極的に
活用し、財政負担を抑制しながら質の高いサー
ビスを提供します。また、空き家対策や移住促
進策を進め、人口増加による税収拡大と地域活
性化を目指します。また、ふるさと納税や※ク

ラウドファンディングによる財源増加のための
制度を積極的に活用してまいります。
　また、町の財政状況や課題を住民にわかりや
すく説明し、住民から提案されたアイディアを
予算に反映することで、住民ニーズに応じた効
果的な事業を実施します。この取り組みを通じ
て、地域住民との信頼関係を強化し、より透明
性の高い財政運営を実現します。
　また、IT 技術を活用して行政業務の効率化
を図り、財政分析には AI やデジタルツールを
導入することで、予算編成や事業評価の精度を
向上させます。これらの取り組みにより、限ら
れた財源を最大限に活用し、将来を見据えた健
全で柔軟な財政運営を進めてまいります。　
　旧庁舎につきましては、新庁舎周辺の景観形
成及び災害発生時のリスク排除のため、早期に
解体に向けての検討を進めてまいりますが、解
体費用の捻出が課題であり、ふるさと納税や 
クラウドファンディング等による財源確保に向
けて取り組むなど、議会にも相談しながら進め
て参ります。

早期解体に向け検討を進める役場旧庁舎

堀内町長  所信表明

『町政健全化」の実現の『町政健全化」の実現の

　  ため、持続可能な　  ため、持続可能な

財政運営を実施財政運営を実施

『町政健全化」の実現の『町政健全化」の実現の

　  ため、持続可能な　  ため、持続可能な

財政運営を実施財政運営を実施
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　次に、『住みたい町、西桂』にするための３
つのビジョンについて順次ご説明申し上げま
す。
　１つ目のビジョンは、『子育て世帯を全力で
応援する町』であります。
　主な内容は、「子どもの長期休暇中の給食提
供の推進」、「保育料の完全無料化と完全給食提
供の推進」、及び「学校プールの修繕工事実施」
の３点であります。 
　まず、「子どもの長期休暇の給食提供の推進」
についてです。子どもの長期休暇の際の昼食づ
くりが特に共働き家庭やひとり親家庭などの大
きな負担となっている現状から、当該施策を公
約の重点課題といたしました。対象となる子ど
もの範囲や世帯の範囲、給食の提供方法等の課
題もございますので、関係者の皆様と幅広く協
議検討の上、実施に向けて推進したいと考えて
おります。
　次に「保育料の完全無料化と完全給食の提供
の推進」についてです。現在、０歳児から２歳
児までの園児につきましては、保護者から保育
料を負担していただいております。　　　
　また、現状では給食時の副食（おかず等）に
ついては提供していますが、主食（ごはん）は、
各家庭でご用意していただいております。これ
ら、０歳児から２歳児までの園児の保育料と、
給食時の主食のいずれにも保護者の負担を廃止
し、保育所園児全員に係る保育料の無料化と完
全給食の提供を目指してまいります。
　次に「学校プールの修繕工事実施」について

です。令和３年３月に策定された第６次長期総
合計画には「校庭や体育施設の計画的な整備と
補修に努め、使いやすく安全性の高い施設管理
に努めます」とあります。教職員の負担軽減を
図る中にあっても、「明るくたくましい　西桂っ
子」の健全育成のため、学校関係者とも相談し
ながら、老朽化し、使用不能となっている小学
校プールの修繕の実施に向けて検討してまいり
ます。
　以上の３事業につきましては、未来ある子ど
もへの投資であり、物価高の中で増大する保護
者の負担を軽減するための事業でもありますの
で、財政厳しい中でも推進してまいりたいと考
えております。
　２つ目のビジョンは、『暮らしに寄り添う町』
であります。主な内容は、一人暮らし高齢者の
健康と正しい食生活維持のための「配食サービ
ス」、高齢者の方等の交通弱者の皆様が住み慣
れた地域で安心して暮らし続けられるための

「移動支援の拡充」の２点であり、その他、「町
内各公園の整備」、「新婚手当支給の推進」、「空
き家の改築や新築のための補助金導入」、「出産
費用の無償化」などを推進して行く所存であり
ます。
　３つ目のビジョンは、『住民が楽しむ町』で
あります。主な内容は、「季節ごとのお祭りの
復活」、「夕市の復活」、「地産地消の推進」の３
点であります。
　いずれの事業についても町民同士の支えあい
増進や、町民と町外からの来訪者とのふれあい
増進に資する事業であり、町民の皆様とともに
考え、取り組んでまいります。
　以上が選挙公約として掲げた最重点課題と、
３つのビジョンです。町の目指すべき将来像で
ある「豊かな自然　輝く未来を紡ぐ　水のまち　
にしかつら」実現のため、職員一同、一致団結
し臨んでまいりますので、議員各位、町民皆様
のさらなるご支援をお願い申し上げます。

※クラウドファンディングとは、インターネット 
　を使って不特定多数の支援者から資金を集め
　る仕組み

堀 内 町 長   所 信 表 明

「保育料の完全無料化と完全給食の提供」
を目指す西桂保育所
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国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）〔専決処分〕

一般会計補正予算（第４号）

衆議院議員選挙執行経費　　　４６３万円（県委託金事業）
概　要　令和 6 年 10 月 9 日の衆議院の解散に伴い、10 月 27 日に執行された衆議院議員総 
　　　　選挙の執行経費を追加。

職員人件費　　　１５３万円
概　要　職員２名分の経費で、令和 6 年 4 月 1 日の人事異動及び給与改定に伴う経費を増額。

保険給付費　　　９９万円（県補助金事業）
概　要　国保の加入者が病気やケガなどをして、医療機関等で診療や薬を処方されたときに
　　　　国保が負担する経費で、受診者の増加に伴う経費を増額。

保険給付費等交付金償還経費　　　１４４万円
概　要　令和 5 年度保険給付費等交付金の確定に伴う県への償還経費を追加。

職員人件費　　　２４４５万円
概　要　職員１０７名分の経費で、令和 6 年 4 月 1 日の人事異動及び給与改定に伴う経費 
　　　　を増額。

障害者自立支援給付経費　　　１５８１万円（国庫・県等負担金事業）
概　要　障がい者並びに障がい児が日常生活や社会生活のために必要なサービス（介護、訓 
　　　　練、医療など）を利用する際に、その費用の一部を国や県、町が支給する制度で、
　　　　サービス支援に係る報酬の改定及び利用者の増加に伴う経費を増額。

企業奨励交付金　　　２９２５万円
概　要　新たに町内に新設等をした工場の設置者に対し、新たに固定資産税を課されること
　　　　となる最初の年度から３年間工場から徴収した固定資産税の相当額を奨励金として
　　　　交付する経費で、新設した１社への交付に伴う固定資産税相当額の経費を増額。

令和６年度 12 月定例会令和６年度 12 月定例会
各会計補正予算  主な事業概要各会計補正予算  主な事業概要

　令和６年度西桂町議会 12月定例会は、令和６年 12月 13日から 20

日までの８日間の会期で開かれました。町長より承認案１件をはじめ、

条例案２件、規約改正１件、議決議案２件、補正予算案６件など 12件

が提案され、全ての議案が原案のとおり承認・可決されました。

令和６年
１２月定例会
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下水道事業会計補正予算（第３号）

簡易水道事業会計補正予算（第３号）

介護保険特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療広域連合負担金　　　△５６万円
概　要　後期高齢者医療保険料等を山梨県後期高齢者医療広域連合に納付するもののうち、
　　　　保険基盤安定繰入金は低所得者にかかる保険料の軽減分を町（一般会計）が補填す
　　　　る経費で、保険料軽減額の確定に伴い経費を減額。

職員人件費　　　△６４万円
概　要　職員１名分の経費で、令和 6 年 4 月 1 日の人事異動及び給与改定に伴う経費を減額。

公課費　　　△９０万円
概　要　簡易水道事業は法人の行う事業とみなされ、消費税法の規定が適用されているため、
　　　　簡易水道事業が消費税を負担する経費で、今回簡易水道事業が消費税還付を受ける
　　　　ことに伴い経費を削減。

職員人件費　　　９２万円
概　要　職員２名分の経費で、令和 6 年 4 月 1 日の人事異動及び給与改定に伴う経費を増額。

職員人件費　　　１０９万円
概　要　職員１名分の経費で、令和 6 年 4 月 1 日の人事異動及び給与改定に伴う経費を増額。

会　　　　　計 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第３号）〔専決処分〕 可決
（全員賛成） ４６３万円 ２７億５９６０万円

一般会計補正予算（第４号） 可決
（全員賛成） ７９６２万円 ２８億３９２２万円

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
（全員賛成） ３９６万円 ４億   ５７６万円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
（全員賛成） △５６万円 １億   ３２９万円

介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
（全員賛成） ７９１万円 ４億５４４１万円

簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可決
（全員賛成） △２７９万円 １億７１８１万円

下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
（全員賛成） １０９万円 ３億   ７９８万円

12 月定例会　各会計補正予算額
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条　　例　　名 審議結果 主　な　内　容

西桂町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の制定について

可決
（全員賛成）

「西桂町フルタイム会計年度任用職員の給
与に関する条例」と「西桂町パートタイム
会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉
手当及び費用弁償に関する条例」を統合し、
一本化する必要があるため。

西桂町職員給与条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

人事院及び山梨県人事委員会における勧告
に伴い、職員の給料並びに勤勉手当の改定
をする必要があるため。

西桂町地区集会場に係る指定管理者の指定について 可決
（全員賛成）

山梨県市町村総合事務組合規約の変更について 可決
（全員賛成）

山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 可決
（全員賛成）

12 月定例会・条例の制定・改正、規約変更

12月定例会
人事案件

監　査　委　員

川村達彦  教育長 （倉見）奥脇友賢  委員 （下暮地）渡邉一郎  委員 （上町）

教育委員会

全 員 賛 成 で 可 決

●主な条例制定・改正

●その他条例改正・規約改正審査結果

　富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、富士河口湖町、
鳴沢村の議会議員が合同で、令和７年１月 10 日、富士
吉田市民会館において研修会を開催いたしました。
　跡見学園女子大学教授の鍵屋一氏をお招きして、「自
治体防災対策と議会・議員の役割」と題し、ご講演い
ただきました。
　災害時の避難所の状況や避難訓練の重要性、福祉避
難所のガイドライン、災害時の議会・議員の役割等大
変に役に立つ有意義な研修でした。 研修会の様子

議 会 活 動 報 告
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渡辺正芳渡辺正芳  議員  議員 一 般 質 問

　まずは消防団の現状に合わせた組織の再編を
含む改革から優先的に着手すべきであり、詰所
の新設については慎重に検討していくべきもの
と考えます。

           
　　 財政健全化の取り組みについて
　財政健全化については、P,D,C,A, の徹底に
より業務を改善することは必要だと思います。
公共施設の建設・運営に民間資本を活用すると
伺っていますが、PFI（プライベート・ファイナ
ンス・イニシアティブ）を導入するのでしょうか。
　また、ふるさと納税やクラウドファンディン
グの積極的な活用はわかりますが、当町は超目
玉となる返礼品が少ないので、大きく躍進する
のは難しいと思います。他自治体のベストプラ
クティスを参考にして、町の魅力、需要を拡大
していくようですが、当町に見合ったものでな
ければ、二番煎じになりかねません。是非、総合
計画のもと関係各課においては、町長のビジョン
を踏まえ骨太の骨格予算の編成をお願いします。

　　 持続可能な財政運営のため
　　 総合計画を見直しに取り組む
　財政健全化の取り組みとして掲げる公共施設
の建設・運営に民間資本を活用することについ
ては、当面の間想定しておりませんが、PPP（パ
ブリック・プライベート・パートナーシップ：
公民連携）や PFI・指定管理者委託、民間貸出
など様々な手法を精査・検討していくことも視
野に入れていきたいと思います。
　ふるさと納税やクラウドファンディング制度
の活用については、全国でも屈指のふるさと納
税寄付額を伸ばしている近隣の自治体がありま
す。その自治体においても特段目玉となる地元
特産品はありませんが大きく寄付額を伸ばして
きています。そのノウハウやプロセスを参考に
して、町の魅力や特産品等の情報を発信に繋げ
ていければと考えています。
　来年度は第６次総合計画の中間年を迎え、基
本計画の見直しを行います。計画の見直しにあ
たり、持続可能な財政運営を実施するため、よ
り堅実で現実的なものとなるよう策定していき
ます。

　　 耐震基準を満たさない消防団詰所 
　　 の建て替えを
　消防団の詰所は町民の生命と財産を守るため
の重要な消防施設です。倉見、本町、上町地区
の詰所は耐震基準を満たしていない建物です。
区長、分団長が１年で代わることから建て替え
には至らないのが現状です。
　国の財政措置において、消防団拠点施設が対
象事業となっており、補助金に代わって地方債
の充当率が 100% で、元利償還時に償還額の
70％が交付税により補填される有利な起債で
あることから、これを有効活用して、詰所の建
て替えを提案したいと思いますが、町長のお
考えをお聞かせください。

　　 消防団の現状に合わせた組織の
　　 再編を含む改革から優先的に着手
　消防防災施設・設備の整備のための財政措置
であります「緊急防災・減災事業債」は、令和
７年度までの時限措置とされており、本地方債
を活用するためには早急な対応が必要です。
　災害が頻発化、激甚化している中で、早急に
進めていく必要があることは承知しています
が、一方で課題も散見されています。
　まず、消防施設は町が所有する土地、建物に
限られています。現在の詰所は建物の所有者が
不明であるため、新設が条件になります。新設
にあたり土地の候補選定など土地の購入が必要
になります。
　次に、地方債を活用したとしても 30％程度は
町の負担となるため、一定の建設費がかかります。
　最も懸念する点として、人口減少により消防団
員数が減少していくことが見込まれることです。
　本地方債のモデル的条件は、施設に男女別の
更衣室、トイレやシャワー室の設置等が挙げら
れていますが、組織があってこそ、施設が必要
であるため、建設していくことが妥当であると
考えます。　

町長町長
答弁答弁

問
問

町長町長
答弁答弁
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問　会員数を教えてください。
石田さん　大人 19名　賛助会員（法人　16社、
個人　6人）です。
問　活動日・活動時間は。
石田さん　事業に合わせて活動していますので、特
別に活動日を決めていません。
問　活動場所は。
石田さん　きずな未来館、保育所、会の事務所など
で行っています。
問　今後の目標は。
石田さん　子育て支援を充実するため、ネットワーク

の構築を図っていきたいです。　
問　町民の皆さんにお知らせしたいことは。
石田さん　町民の皆さんに会の活動を知っていただ
き、応援やご協力をお願いしたいと思います。
問　行政に望むことは。
石田さん　子育て支援に関する予算を増やしていた
だきたいです。
問　その他PRしたいことは。
石田さん　子育て支援には、町・町民全体が取り組
むことが望ましいので、できるだけ多くの皆さんの
ご協力をお願いします。少子化が急速に進んでお

り、食い止めないと 2100 年頃
には、最悪日本の人口は 7～８
割減少するとさえ言われていま
す。これに対する有効な措置を
とることが必要です。町ででき
ることは限られるが、少子化対
策を検討していきたいと思いま
す。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。
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コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。  （議会事務局：☎ 25-2123）


